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一表
彰
状
伝
達

6
月
市
議
会
定
例
会
に
先
だ
ち
、
経
津
議

長
と
森
内
副
議
長
か
ら
全
国
市
議
会
議
長
会

及
び
北
信
越
市
議
会
議
長
会
の
表
彰
規
程
に

'
'
e
e
T
基
づ
き
、
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
、
清
河
市
長

か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
表
彰
を
受

け
ら
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

広報うおづ平成2年 7月

マ
平
成
二
年
度
魚
津
市
老
人
保
健
医

療
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

(第

1
号
)

マ
平
成
二
年
度
魚
津
市
水
族
館
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
(
第
1
号
)

マ
平
成
元
年
度
魚
津
市
繰
越
明
許
費

繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

マ
魚
津
市
職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

設
定
に
つ
い
て

マ
魚
津
市
「
桑
山
」
ス
ポ
ー
ツ
振
興

基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
設
定
に
つ
い
て

6
月
市
議
会
定
例
会
は
、

8
日
か
ら
叩
固
ま
で
の
悶
日
間
の
日

程
で
開
催
さ
れ
、
提
出
さ
れ
た
悶
議
案
は
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

①
議
員
初
年
以
上
勤
続
特
別
表
彰

若
島
正
敬
議
員

・
野
崎
栄
吉
議
員

①
議
員
叩
年
以
上
勤
続
表
彰

稗
苗
清
吉
議
員

・
関
口

経

津

稔

議

員

・
津
崎

高
島
義
信
議
員

衛
議
員

決

議
滋
検
問
隣
臥
鷹
1
件
じ

別
会
計
繰
出
金
三
千
万
円
、
経
団
保

育
園
建
設
事
業
費
五
千
六
百
七
十
九

万
八
千
円
を
計
上
。

農
林
水
産
業
費

団
体
営
林
道
事

業
費
二
千
百
四
十
八
万
円
、
林
業
構

造
改
善
事
業
費
一
千
五
百
万
円
を
計

上
。商
工
費

松
倉
地
域
パ
ス
対
策
事

業
費
一
千
九
十
五
万
五
千
円
を
計
上
。

土
木
費

道
路
新
設
改
良
費
二
千

二
百
二
万
五
千
円
、
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
費
一
千
六
百
六

十
四
万
六
千
円
を
計
上
。

教
育
費

桑
山
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基

金
と
し
て
二
千
万
を
計
上
。

こ
れ
ら
の
経
費
の
財
源
と
し
て
、

分
担
金
及
び
負
担
金
、
県
支
出
金
、

寄
附
金
、
繰
越
金
、
諸
収
入
及
び
市

債
を
充
当
し
ま
す
。

マ
平
成
二
年
度
魚
津
市
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

(第
1
号
)

議

マ
平
成
二
年
度
魚
津
市
一
般
会
計
補

正
予
算
(
第
1
号
)

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
二
億

一
千
八
百
七
十
六
万
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

百
二
十

一
億
六
百
七
十
六
万
円
と
す

る
も
の
で
、
そ
の
主
な
内
容
は
、

民
生
費

国
民
健
康
保
険
事
業
特

マ
魚

津

市

老

人

趣

味

の

家

設

置

条

例

谷

原

幸

治

氏

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
設
定

中
央
通
り
一
丁
目
一
番
二
五
号

に

つ

い

て

塚

本

慶

久

氏

マ
魚
津
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

の
再
任
推
せ
ん
に
同
意

部
を
改
正
す
る
条
例
の
設
定
に
つ

勺

t
t
t
t
t
t
t
t
g
e
t
t
t
t

いて

ん

友
好
親
善
都
市

マ
財
団
法
人
魚
津
市
開
発
公
社
事
業

職
員
相
互
派
遣
研
修

計
画
書
及
び
決
算
書
類
の
提
出
に

つ
い
て

友
好
親
善
都
市
で
あ
る
井
原
市
と

マ
財
団
法
人
魚
津
市
施
設
管
理
公
社

日
年
か
ら
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
職

事
業
計
画
書
及
び
決
算
書
類
の
提

員
相
互
派
遣
研
修
に
次
の
各
氏
が
派

出
に
つ
い
て

遣
さ
れ
ま
し
た
。

マ
証
人
等
の
実
費
弁
償
に
関
す
る
条

期
間
は

6
月
日
日
か
ら
2
か
月

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
設

問
で
す
。

定
に
つ
い
て

マ
魚
津
市
か
ら
井
原
市
へ

為

自
引
刈
引
司
J
γ

主
事

保

里

晃

徳

命
指

撮

寵

川
件

丸山

王
事

海

野

貴

志

人
権
擁
護
委
員
の

井
原
市
か
ら
魚
津
市

ん
に
つ
い
て

主
事

原

田

和

俊

吉

野

四

七

四

番

地

主

事

北

村

宗

則

国

-H司・

一-
H

・・・・
'・・£

戸
少

(株
)桑
山
貴
金
属
代
表
取
締
役
社

長
桑
山
征
洋
氏
か
ら
、
体
育

・
ス
ポ

ー
ツ
の
向
上
と
振
興
を
図
る
た
め
に

と
二
千
万
円
の
寄
附
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
こ
れ
を
基
金
に
加
え
合
計
五

千
万
円
に
し
ま
す
。



O
給
水

人

三

八

、

九

七

O
人

O
給
水

戸

数

一

O
、
九
八
六
戸

O
総
配
水
量
四
、
一
八
八
、
五

0
0
.町

O
総
給
水
量
三
、
二
八
三
、
七
八
四
川

O
有

七
八

・四
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2 

広報うあ、づ

元
年
度

l
る
損
益
勘
定
の

収
支
状
況
は
、
別
表
の
と
お
り
で
す
。

収
入
は
、
水
道
料
金
そ
の
他
の
収

入
で
五
億
二
千
二
百
八
十
六
万
六
千

円
。
一
方
、
支
出
は
、
電
気
料
・
漏

水
修
理
費

・
人
件
費

・
支
払
利
息
な

ど
四
億
八
千
百
九
十
三
万
七
千
円
、

(3) 

予算額 ヰ又 入(税込) 税抜
区 分

(税込) 収支上期 下半期 言十

給水収益 430，830 226，275 225，148 451，423 440，126 

受託工事収益 80，735 13，005 39，345 52，350 50，825 

その他の収益 18，576 9，858 22，224 32，082 31，915 

収益合計 530，141 249，138 286，717 535，855 522，866 

原水及び、浄水費 43，000 15，069 19，515 34，584 33，578 

配水及び、給水費 53，226 11 ，820 35，846 47，666 46，430 

受託工事費 78，088 11，561 36，114 47，675 46，343 

総 係 費 103，857 43，636 47，836 91，472 91，161 

減価償却費 104，355 101，906 101，906 101，906 

支払利息 165，352 80，315 81，817 162，132 162，132 

その他の費用 6，800 167 4，151 4，318 387 

費用合計 554，678 162，568 327，185 489，753 481，937 

(うち職員給与費) 87，031 39，396 41，301 80，697 80，682 

差 ヲ| ム24，537 86，570 ム40，468 46，102 40，929 

平成元年度損益収支状況 (単位:千円)差
引
四
千
九
十
二
万
九
千
円
の
純
利

益
と
な
り
、
前
年
度
繰
越
利
益
剰
余

金
一
万
五
千
円
を
加
え
、
四
千
九
十

三
万
四
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
(
こ
の

金
額
に
は
消
費
税
は
含
ま
れ
て
お
り

ま
せ
ん
。)

3 

建
元

年

度

下

半

し

た

主

な

工
事
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
国
道

8
号
魚
津
バ
イ
パ
ス
配
水
管

布

設

工

事

九

、

三

七

四

千

円

マ
高
区
第

4
送
水
ポ
ン
プ
電
気
計
装

設

備

工

事

二

ハ

、
六
八
六
千
円

マ
横
枕
第

1
水
源
電
気
計
装
テ
レ
メ

ー
タ

l
工
事
一
九
、
七
七
六
千
円

マ
高
区
第

4
配
水
池
築
造
工
事

七
、
九
八
三
千
円

マ
高
区
第

4
配
水
池
送
水
管
布
設
工

事

一

七

、

九

二

二

千

円

マ
市
道
北
鬼
江

4
号
線
外
/
路
線
配

水
管
布
設
工
事
二
一
、
二

O
六
千
円

マ
市
道
北
鬼
江

1
号
線
外
/
路
線
配

水
管
布
設
工
事
九
、
七
七
五
千
円

マ
市
道
社
会
保
険
事
務
所
線
配
水
管

布
設
替
工
事
六
、
二
八
三
千
円

マ
県
道
阿
弥
陀
堂
魚
津
停
車
場
線
配

水
管
布
設
工
事
五
、
五
一
一
千
円

マ
魚
津
駅
西
地
区
駅
西

1
号
線
配
水

管
布
設
工
事
八
、
一
一
六
千
円

マ
市
道
湯
上
浅
生
線
配
水
管
布
設
工

事

六

、

一

八

O
千
円

給
水
豆
、事
は
指
定
活
で

O
(
株
)
マ
ツ
バ
ラ
工
務
庖
本
江
新
町

包

@
0
9
0
8

0
畠

山

工

業

(

株

)

吉

島

宮
②

5
3
3
0

(
有
)
三
共
設
備

北
鬼
江

井

原

市

に

な

い

広

大

な

海

、

雪

を

宮

@
1
3
5
0

頂
く
立
山
連
峰
、
蟹
気
楼

・
は
た
る

北
陸
水
道
工
業
(

株

)

横

枕

い

か

・
埋
没
林
の
三
大
奇
観
、

N

H

包

@
1
3
5

3

K

朝
の
テ
レ
ビ
小
説
で
紹
介
さ
れ
た

石

原

設

備

工

業

所

本

江

た
て
も
ん
ま
つ
り
」
な
ど
か
つ
て

宮
②

2
9
2
4、

な
い
体
験
が
で
き
る
も
の
と
心
は
ず

ユ
ウ
ホ

l
設
備
(
株
)
釈
迦
堂

合
②

5
7
1
1

ま
せ
て
い
ま
す
。

高

松

工

業

上

口

二

丁

目

短

い

間

で

す

が

出

来

る

だ

け

た

く

宮

@
0
5
4
5

き
ん
の
人
と
交
流
し
、
友
好
親
善
の

(
株
)
水
環
境
セ
ン
タ
ー
吉
島
一
端
を
担
え
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

宮

@
7
7

市
民
の
皆
さ
ん
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く

菅

沼

組

村

木

町

3
質、

，:
「

合
②

0

4

5

3

1
躍
し

l
ミ
オ

吉
枝
工
業
(
株
)
文
化
町

h-
i
十

[

一川町、

ん

告
⑫一

5

8

3

5

K

・・咽AWぶ
日付

中

谷

配

管

工

業

吉

島
二
丁
目

白

聞

崎

臨

幽

，

P
剰

宮
②

3

6

9

8

4

一
-目的圃・・
1
J

a
-E圃
‘
司
1
司

村

ダ
イ
シ
ン
設
備
(株
)
浜
経
由

4

・・・個司
r

ヒ

合

@
5
6
1
1
M~

1

1

ト

1
1
1

レ

ー

三

水

大

光

寺

相

互

派

遣

研

修

八

年

目

に

し

て

待

包

@
6
2
6
8

望
の
魚
津
の
地
を
踏
む
こ
と
が
出
来
、

(
有
)
宝
田
配
管
所

印

四

%

瀬
戸
内
と
は
全
く
異
な
る
ダ
イ
ナ
ミ

宮
②
2
6
8
7

な
自
然
に
固
ま
れ
て
の
生
活
に

(株)スペ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
上
村
木

宮

@
6
1
3
3

ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。

後

藤

配

管

所

浜

経

団

限

ら

れ

た

期

間

で

は

あ

り

ま

す

が

、

宮

@
6
8
0
7

み
な
さ
ん
と
の
「
ふ
れ
あ
い
」
を
大

河

崎

設

備

工

業

吉

島

内

切
に
し
な
が
ら
、
日
々
凄
凄
と
学
び

8
@
2
3
1
2

過
ご
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

横

枕

一

時

二

カ

月

間

よ

ろ

し

く

お

願

い

し

ま

宮

@
8
1
9
7
-
叫
す
。

和俊さん原因



(4) 広報うおづ平成 2年 7月

交通事故を考える

もJっι長生き

交
通
戦
争
の
再
来
か
?

平
成
元
年
中
の
発
生
状
況

魚
津
市
の
平
成
元
年
中
の
突
通
事
故
発
生
状
況
は
、
件
数
削
件
、

死
者
7
人
、
傷
者
捌
人
と
な
り
前
年
(
昭
和
白
年
)
と
出
較
す
る
と
、

件
数
日
件

(
U
・3
%増
)
、
死
者
4
人

(m・3
%増)、

傷
者
団
人

(引・

5
%増
)
と
何
れ
も
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

特
に
死
者
数
は
、
昭
和
制
年
以
来
四
年
ぶ
り
に

7
人
を
記
録
し

ま
し
た
。
全
国
の
事
故
発
生
状
況
に
お
い
て
も
、件
数
回
万

7
9
3件
(
対

前
年
出

7
・6
%増
)
、
死
者
1
万
1
、
0
8
6人
(
同

7
・2
%増)、

傷
者
別
万
4
、
8
3
2人
(
同
8
・2
%増
)
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
状
況
は
、
昭
和
初
年
代
か
ら
初
年
代
ま
で
の
H

交
通
戦
争
H

の
再
来
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
す
。

齢
者
の
立
場

交
通
弱
、議
い¥十

そ
れ
と
泌
総
加
害
者

9
人
に

1
人
が
高
齢
者
と
い
う
日

本
社
会
。
し
か
し
、
高
齢
化
が
進
む

に
伴
っ
て
高
齢
者
の
交
通
事
故
も
増

え
て
い
ま
す
。

魚
津
市
で
昨
年
、
高
齢
者
が
当
事

者
に
な
っ
た
事
故
は
臼
件
発
生
し
ま

し
た
。
こ
の
半
数
以
上
の
却
件
(
日

・
7

%
)
が
被
害
者
に
な
っ
て
お
り
、特
に

歩
行
中
や
自
転
車
乗
車
中
の
事
故
が

多
く
発
生
し
ま
し
た
。
高
齢
者
が
相

変
わ
ら
ず
交
通
弱
者
の
立
場
に
あ
る

平成元年中の突通事故発生状況

区分 全国 魚 j章 市

件 数 660，793イ牛 261件(対前年比+56件)

死 者 11 ，086人 7人( 11 + 4人)

傷 者 814，832人 300人( 11 +53人)

• 
若
者
の
運
転

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
運
転
中
の
事
故
も
日
件

増
え
、
M
件
も
あ
り
ま
し
た
。
高
齢

化
の
急
速
な
進
展
に
よ
る
高
齢
者
人

口
の
増
加
、
社
会
活
動
へ
の
積
極
的

な
参
加
に
よ

っ
て
高
齢
者
自
身
が
運

転
す
る
こ
と
も
多
く
な
り
、
高
齢
者

が
加
害
者
に
な
る
ケ

l
ス
も
増
え
て

い
ま
す
。

zz角 多
がの津 発
当内市 / 
事 、で一 %、
者 16発 着
と歳生 山、
なかし 完之、

Zおお道
事歳件 車A
故まの室
はで交 高
146の通 H人

件
も
あ
り
、
そ
の
7
割
以
上
の
問
件
が
加
害

者
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
全
体
の
ぬ
・

5
%
を
占
め
、
人
口
構
成
率
問

・
7
%
を
大
き

く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
で
多
い
の
は
、
車
対
車
を
は
じ

め
と
す
る
衝
突
事
故
で
す
。
魚
津
市
に
お
い

て
も
附
件
(
車
対
車
問
件
、
車
対
バ
イ
ク
類

幻
件
)
発
生
し
て
お
り
、
そ
の

6
割
以
上
の

問
件
が
若
者
が
当
事
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
内
の
臼
件
が
加
害
者
に
な
っ
て
い
ま
す
。

件
数
削
件
、
死
者
3
人
、
傷
者
間
人
全
て

の
項
目
で
ト

ッ
プ
で
あ
り
、
若
者
の
交
通
事

故
が
大
変
多
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

9 ( 4) 

12 ( 3) 

11 ( 1) 

2 ( 2) 

53 (24) 

)は加害者となったもの

係一
戸

関
一
日

'
刀
一

f
k

者
一
別

若

一

係
一
件

関
一

的

カ
一
-

者
一

1

齢

一
日

高

一

24( 14) 

19( 16) 

16( 16) 

6( 6) 

103(103) 

数
百

生
l
，4E
・

261件

型

人

独

車対車

車対バイク
(原付含む)

車対自転車

対

単

一計

実買

車

車

a-惨
平
成
元
年
中
の

類
型
別
事
故
件
数

歩

行

高

齢

者

の

事

故

原

因

自
転
車

。
歩
行
中
(
叩
人
中
)

・
車
両
の
直
前

・
直
後
の

横
断

j
i
-
-
:
j
i
--
7
人

.
-
左
側
通
行
等
:
:
:
:
:
1
人

。
自
転
車
乗
車
中

(
9
人
中
)

・
安
全
不
確
認

:
・:
:
:
3
人

・
通
行
区
分

:
:
:
・:
:
・2
人

.
一
時
不
停
止

:
・:
:
:
1
人
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これからの人生

0
い
つ
ま
で
も
若
く
あ
り
ま
せ
ん

若
い
つ
も
り
で
も
、
年
を
と
る
に

し
た
が
い
体
力
や
運
動
能
力
は
衰
え

て
き
ま
す
。
と
っ
さ
の
時
、
か
ら
だ

が
意
思
通
り
ス
ム
ー
ズ
に
動
か
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
耳
や
目
も
若
い
頃

と
は
違
っ
て
い
ま
す
。

O
基
本
ル
ー
ル
を
再
確
認
し
、
習
慣

づ
け
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
か
ら
自
分
を
守
る
た
め

に
基
本
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
る
か
も

に
お
い
て
も
安
全
不
服
認
に
よ
る
事

故

3
件
、
右
側
通
行
な
ど
の
通
行
区

分
違
反
に
よ
る
事
故
が

2
件
発
生
し

て
い
る
な
ど
高
齢
者
の
交
通
行
為
に

も
原
因
が
あ
り
ま
す
。

安
全
運
転
意
識
の
欠
如

交
通
事
故
の
多
く
は
、
わ
き
見
や

安
全
運
転
義
務
違
反
が
原
因
で
発
生

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

一
時
不
停
止

や
飲
酒

・
過
労
運
転
に
よ
る
事
故
も

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

友
人
と
の
会
話
、
カ

l
ス
テ
レ
オ

の
操
作
な
ど
の
わ
き
見
、
発
進
時
の

安
全
不
確
認
、
減
速
す
る
だ
け
の
一

りする 0 

前 ぷ ま交 安
主社通 通
交器会ル ル
通立 L I I 
マロ¥にル ル
ナ信生竿 を
|号きす 守
も わ れ
忘守者三 話 信号無視

h るり I1し 最高速度違反 17件
すの事ぺ ~ ， / I 
吐き グ 右折不適当 21件 X~ I ~〆-てZF止

• 
若
者
の
事
故

う
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

交
通
安
全
行
動
を
習
慣
と
し
て
身

に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

0
あ
な
だ
は
レ
ー
ス
・
ド
ラ
イ
バ
ー

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

運
転
が
上
手
な
つ
も
り
で
も
、
レ

ー
サ
ー
の
様
な
技
術
は
持
っ
て
い
ま

せ
ん
。
自
信
過
剰
・
ス
ピ
ー
ド
の
出
し

過
ぎ
は
、
危
険
を
大
き
く
し
ま
す
。

時
停
止
、
若
者
の
運
転
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
制
限
速
度
違
反
も
多
く
若
者
に
は
安

全
運
転
に
対
す
る
意
識
が
乏
し
い
よ
う
で
す
。

平成元年中の

交通事故原因惨

12件

な
ぜ
多
い
の
高
齢
者

基
本
政
及
川相一
認
識
不
足

高
齢
者
の
交
通
事
故
は
、
被
害
者

と
な
る
場
合
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
原
因
が
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
け
の
過

失
に
よ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

事
故
の
多
く
は
、
当
事
者
双
方
に
何

ら
か
の
過
失
が
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
の
歩
行
中
の
事
故
叩
件
の

内、

車
の
通
過
直
前

・
直
後
に
道
路

を
横
断
し
た
時
に
起
き
た
事
故
が

7

件
も
あ
り
、
ま
た
こ
れ
は
、
横
断
す

る
際
の
安
全
雄
認
が
十
分
行
わ
れ
て

い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

自
転
車
乗
車
中
に
起
こ

っ
た
事
故
き
な
明
日
の
た
め
に

堺 トキ子さん

本町)

交
通
事
故
の
ニ

ュ
ー
ス
で
被
害
者

の
年
齢
を
聞
く
度
に
心
が
痛
み
ま
す
。

現
代
は
ス
ピ
ー
ド
時
代
で
、
自
動
車
、

自
動
車
で
す
。
外
へ
出
た
ら
「
道
路

で
は
立
ち
話
し
を
し
な
い
よ
う
に、

赤
信
号
は
ゆ

っ
く
り
待

っ
て、

青
信

号
に
な
っ
た
ら
早
足
で
渡
る
よ
う
に
、

小
路
の
交
差
点
で
は
一
歩
止
ま

っ
て

か
ら
」
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
高
齢

者
の
皆
さ
ん
、
お
互

い
に
大
切
な
体

と
命
を
各
自
身
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

んさ

別

人

事寺

勝

海大

田

(

松

交
通
社
会
の
中
で
私
達
若
者
は
毎

日
の
よ
う
に
若
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事

故
の
新
聞
記
事
を
目
に
す
る
。
今
の

社
会
の
中
で
、
運
転
免
許
は
と
っ
て

い
て
あ
た
り
ま
え
で
あ
り
、
マ
イ
カ

ー
が
唯

一
の
個
室
と
さ
え
な
っ
て
い

る
様
に
も
思
わ
れ
る
。
私
達
は
こ
ん

な
状
況
の
中
で
、

一
社
会
人
と
し
て
、

交
通
社
会
の
一
員
と
し
て
そ
の
ル
ー
ル

と
マ
ナ
ー
を
遵
守
し
な
が
ら
、
ゆ
と
り

を
感
じ
得
る
車
文
化
を
自
ら
が
創
造
し

て
い
き
た
い
と
思
つ
。
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北
陸
三
県
統

平成 2年 7月

フ
月
引
日

1
8
月
初
日

重
点
目
標

1
飲
酒
・

暴
走

・
過
労
運
転
の
防
止

2
高
齢
者
と
子
供
の
交
通
事
故
防
止

3
二
輪
車

・
自
転
車
の
交
通
事
故
防

止
4
正
し
い
シ
l
ト
ベ
ル
ト

・
へ

ル

メ

ッ

③

ッ
ト
の
着
用

-
特
別
デ
l
の
設
定

①
交
通
安
全
呼
び
か
け
の
日

7
月
幻
日
(
土
)

高
齢
者
と
子
供
を
守
る
日

8
月
1
日
(水
)

二
輪
車
と
自
転
車
の
安
全
の
日

8
月
刊
日
(
日
)

② 
一泉

の
防
犯
運
動

7
湾
幻
自

1
8月
初
日

気
を
つ
け
よ
う

甘
い
言
葉
と
暗
い
道

運
動
の
重
点

l
犯
罪
防
止
活
動
の
強
化

2
少
年
非
行
防
止
活
動
の
強
化

3
水
難
・山
丘
山
事
故
防
止
活
動
の
強
化

.._ 

富山県では、高齢者の交通事故が急増し、全国平均を大きく

上回っているため、高齢者の交通安全意識 ・知識の高揚を図る

ため「富山県交通アドバイザー」制度を新設しました。

11:::交通安杢デドJ母子:ザ:LL
お気軽にご相談ください

氏 名 {主 月斤 電話番号 氏 名 f主 戸iJi- 電話番号

砂大町校下 (9名) 中 島治夫 友道1544 @ 7274 
太田 f尻 新角川2-1-8 @'6 5 0 0 松田栄明 新金屋2-10-16 ③ 064 1 
藤田秀雄 新角川1-6-8 @ 0444 安田昭 三 三 田726-3 @ 1 4 9 8 
布 目 敏夫 新角川2-3-4 ③ 078 3 高木 ヲム 友道2226 ② 588 1 
倉谷邦男 文化町2-13 @ 2 4 1 1 稲沢弥一 本江787-1 @4  568 
富居新作 彩汗首4-18 ② o 1 0 1 大川 智子 友道2223 ② 127 0 
吉崎登志夫 上口2-17-1 @2  0 7 2 高橋 修i 大光寺1832 @2646  
山 本因子 上口2-13-12 @ 5 4 6 0 砂片貝校下 (3名)
瀬川益弘 上口2-18-3 @0269  米国公一 道坂946 @8440  
牧野利保 新角)112-9-13 @3  9 2 9 三井芳久 道坂1130 @8  222 
砂村木校下 (8名) 左T 川 悦子 道坂459 @ 8 381 
石崎政雄 火の宮町20-22 @2522  砂吉島校下加積地区 (6名)
石崎昭懲 末広町9-24 @0245  稲場正一 プミ良rs::tL696 @ 6735 
浦田 晃 末広町3-19 @0488  清河与作 上村木2-7-20 @2  4 4 1 
猟場政治 諏訪町14-8 @ 1 075 佐々木哲男 プて良rs:九1688 @3398  
吉 川 時男 末広町4-19 @6  3 3 3 野村保徳 プ言良rs::tu246 @・1884 
鷹休昭夫 中央通り 1-7-2 ② o 8 5 7 豊田 章 プミ良rs::tL709-33 ② 6 6 3 5 
加藤義明 中央通り 1-7-11 @ 1 345 西 田百合子 吉島2128-2 @5  080 
南 かおる 村木町5-2 ② 2 8 1 0 砂吉島校下天神地区 (2名)
砂住吉校下 (4名) 関 口 勇 木下新6914-2 @2980 
小松義弘 住吉3739 ② 262 1 武田 美智子 天神野新292 電D7 2 9 0 
高島英雄 三ケ543 @8  3 9 2 砂道下校下 (5名)
坪崎三吉 川縁287 @ 8 1 9 3 沢崎尚武 北鬼江320 @ 2894 
野沢伊枝子 三ケ549 @4062  吉崎 実 本新221 @4343 
惨上中島校下 (2名) 山本晃正 北鬼江1162 @ 8077 
)11 平義一 湯上477 ② 2 4 7 3 E 田俊:x. 仏又570 @ 1 637 
松崎康子 川原153 @2  7 7 7 小林美恵子 本新町903 ② 666 5 
惨松倉校下 (2名) 砂経団校下 (7名 )
高縁 勲 金山谷278 @9  395 経沢 者念 浜経団3252-3 @3  3 1 2 
政二 喜美子 手卑畠1089 @9  5 1 3 平田 明夫 平伝寺503 @ 4 565 
砂上野方校下 (3名) 窪田清男 持光寺116 ② 1 4 5 0 
松田幹雄 大海寺野732 @ 5 1 4 1 杉 山 篤勇 t工口300 @ 5868 
紙谷義雄 大海寺野4887-3 @O  0 1 8 朝野俊夫 東町10-6 ② 2 1 2 2 
広田良美 大海寺野148 @ 6 6 2 2 福村正枝 江口530 ② 630 5 
砂本江校下 (11名) 岡 回可悦 経団西国T4-22 @ 1 1 2 7 
内 山 勉 並木町2-5 @ 2 2 1 8 砂西布施校下 (3名 )
酒井 勇 本江1359-1 @ 9 3 1 5 高島義信 蛇田513 @7  205 
清水 毅 本江新町3528 ② 5 0 2 7 杉本輝夫 大沢625 @ 7 4 1 2 
只石数久 石垣新1122 ② 1 868 古川千伸 小)11寺 2942 @7  222 



身
体
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て

手
帳
を
持
つ
と
便
利
で
す
/

障
害
者
に
対
す
る
援
護
制
度
は
、
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
が
、

ニ
れ
を
受
け
る
に
は
、
体
の
不
自
由
な
方
の
「
身
体
障
害
者
手
帳
」
を

持
っ
て
い
る
と
便
利
で
す
。

脱
又
は
直
腸

・
小
腸
の
機
能
に
、
一

定
以
上
の
永
続
す
る
障
害
を
有
す
る

方
に
、
身
体
障
害
者
で
あ
る
と
い
う

「
証
票
」
と
し
て
交
付
さ
れ
る
も
の

で
す
。

こ
の
手
帳
は
、
目

・
耳

・
手
足

・

体
幹

・
心
臓

・
腎
臓

・
呼
吸
器

・
勝

:三身体障害者手帳交付の対象となる障害範囲(例tぶ;
例は、手帳交付対象のっちで最も軽いものです。手帳

は最も障害の重いl級から最も軽い6級まであります。

平成 2年 7月広報うおづ(7) 

1眼の視力が0.02以下、他眼の視力

視覚障害 が0.6以下のもので、両眼の視力の和 6級

が0.2を超えるもの

聴覚障害
40cm以上の距離で発声された会話語

6級
を理解し得ないもの

平衡機能障害平衡機能の著しい障害 5級

音声言語そしゃく 音声 ・言語又はそしゃく機能の著し
4級

機能障害 い障害

一上肢の親指の機能の著しい障害、

肢体不自由
又は人差指を含めてー上版の二指の

6級
機能を全廃したもの

一下肢の足関節の機能の著しい障害

心臓・腎臓・呼吸器・跨脱又は直腸・小

内部 障害 腸の機能の障害のため、社会での日 4級

常生活活動が著しく制限されるもの

か
ら
だ
の
機
能
の
失
わ
れ
た
部
分

や
不
自
由
な
部
分
を
補
い
、
社
会
生

活
を
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、
次
の

も
の
を
交
付

・
修
理
し
ま
す
。

マ
視
覚
障
害
:
・盲
人
安
全
つ
え

義
眼

・
眼
鏡

マ
肢
体
不
自
由
・:
義
手

・
義
足

車
椅
子

・
松
葉
杖

マ
聴
覚
障
害
・・
・
補
聴
器

マ
言
語
障
害
・・・
人
工
喉
頭

マ
勝
脱
又
は
直
腸
の
機
能
障
害

:・
蓄
尿
袋

・
蓄
便
袋

※
補
装
具
の
種
類
や
障
害
の
程
度

に
よ
り
交
付
さ
れ
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
す
る
、

下
肢

・
体
幹
及
び
視
覚
障
害
の
一

二
級
の
方
、
又
は
療
育
手
帳
の

A
の

方
に
、
外
出
の
利
便
を
は
か
る
た
め
、

年
間
四
、

0
0
0円
の
タ
ク
シ
ー
利

用
券
又
は
、
福
祉
給
油
券
を
支
給
し

ま
す
。※
該
当
さ
れ
る
方
は
、
手
帳
及
び

印
鑑
が
必
要
で
す
。
な
お
、
福

祉
給
油
券
を
希
望
さ
れ
る
方
は

ほ
か
に
車
検
証
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

い福者成善貸手 掛金額 マし精マの心り掛
合祉福こ』!費与当以 新規加入者の1口目掛金及び2口目掛金 二一年て神身加で身重金心
わ課祉れ ι の』、 』、上 口口金い薄体入す障度を身
せ福のら互助""iI ""ilの |加入(イ初日)時の年齢|掛金月額 |加加 額る弱障資 。害の納障
〈祉詳の支成在日制 |35 歳未満 I1，400円|入入 六者害格 者障め害
だ係細制蓮』、宅常度 |35歳以上40歳未満 I1，900円 |者者 十 ・煮 に害
き(に度世 『重生の . . 五精 年者保の
、内つを制自度活ほ |40歳以上45歳未満 I2，600円 |角月 歳神ー 金と護保

。設い含ぞ撃障用か |峨以上時未満 I3，200円 |額額 未障よ をな者護

)てめあ改害具に |50歳以上55歳未満 I4，100円 |四 二 満害福 支つが者
まは身方苛者のも 万万の者) 給た死が
で、体ま重住給 ~ I 55歳以上峨未満 I 5，300円 |円円 方を 、 す場亡ー

お社障すの宅付介 |60 歳以上 I6，800円| 扶 5 る合し定
閉会害九助改・護 *加入者の加入時の年齢による 養、 も 、たの

手
を
つ
か
い
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
表
現
す
る
手
話
を
習
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
短
期
間
で
手
話
の
基
本
か
ら
簡
単

な
会
話
ま
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

マ

期

間

7
月
日
日
j

9
月
6
日

ま
で
の
毎
週
木
曜
日

午
後
6
時
初
分
か
ら

8
時
ぬ
分
ま
で

魚
津
市
民
会
館

7
月
同
日
(
水
)
ま
で
に

市
社
会
福
祉
課
福
祉
係

官
②
2
2
0
0
内
線
問

マ
時

問

マ

場

所

マ
申
込
みす

てずき

G
W
 

必
無
料
入
浴
券
交
付
必

ー
万
歳
以
上
の
方
に
l

百
歳
以
上
老
人
(
平
成

二
年
四
月
一
日
現
在
)

マ
利
用
施
設
市
内
公
衆
浴
場
は
か

つ
い
交
付
枚
数
一

人
年
間
4
枚

マ
配
布
方
法

7
月
上
旬
に
地
区
民

生
委
員
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
。

マ
問
合
せ
先
社
会
福
祉
課
福
祉
係

内
線
問

マ
対
象
者



(8) 広報うあ、づ平成 2年 7月

た
経 六学生中 ンド 津色 開

て 田踊
行も

( 七っタま 街流しり 女子せ

パ工 ぷz〉z、

ん

レド|校業高フ祭 式
り

前夜祭 1) 
り
込 フ

事み ス
) 

蝶 ノ、

30 午後 30 午後 30 午後 10 午後 午後 時

分 8 分 7 分 3 分 3 3 
間1時 i時 1時 j 時 i時

諏 経
1 通央中 館前 i 通央中 央通中

訪神社
田 場
新宿通り 新宿通り

浜 り
り j り 1

座通銀
i銀

市民会 座通り
所

り

* フ

ンコ スう 高校生〆-_学生I ~ スエ qT 
ンお 古
アつ パ

スス . )レ

トリ ) ー般山寸生中戸 コ|ン
事

イク サト| 

午後 午後 時

4 l 
問i 時 I P寺

サ
ン
場フ。

" フザ
駐車場
所

ご
七
一一次
一家
いつ
一
v

げ
に
つ
い
支
ふ

環
境
美
化
や
防
災
上
か
ら
鴨
川
・
以

角
川
な
ど
に
七
夕
か
ぎ
り
を
流
す
こ
喝

と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

加

そ
の
た
め
、
七
夕
か
ざ
り
は
次
の
…

よ
う
に
指
定
場
所
へ
お
持
ち
に
な
る
相

か
、
各
自
印
仰
ぐ
ら
い
に
切

っ
て
町
…

内
の
ご
み
収
集
日
に
収
集
場
所
へ
お
ゆ

出
し
く
だ
さ
い
。

出

=
-

会
日
時

7
月

7
日

(

土

)

崎

1

午
後

7
時

i
8
時
叩
分
叫

車
問

会

指

定

場

所

同

-
大

町

小

学

校

校

庭

ゆ

回

・
魚
津
神
社

N
no

崎

n『
U

当
日
雨
天
の
場
合
は
、

m
mぐ
ら

こ

男

い
に
切
っ
て
各
町
内
の
ご
み
収
集
場

所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

市
内
の
青
年
が
、
意
見

発
表
、
演
劇
、
郷
土
芸
能

な
ど
、
日
頃
の
活
動
の
成

果
を
発
表
し
ま
す
。

多
数
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す

7月8日目)午前g時
魚津市民会館h

議
8
月
3
日
(
金
)
i
6
日
(
月
)

桃
山
野
球
場

第

4
回
全
国
大
学
女
子
軟
式
野
球

大
会
が

8
月
3
日
(
念
か
ら

6
日
(
息
ま

で
、
桃
山
球
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
参
加
チ
ー
ム
は
、
地
元
の

洗
足
学
園
を
は
じ
め
児
チ

l
ム
で
、

昨
年
よ
り

5
チ
I
l

ム
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

参
加
選
手

一
向
、
皆
さ
ん
の
ご
声

援
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。



平成 2年 7月広報うあ、づ

if 

(9) 

た (花 社津市会魚 ちて日火 び

んも 側本海大会 こつ

祭り 規最大 人相撲会大

模) キ撲会大目

30 午後 50 午後 午後

分 8 分 7 6 
i 時 1"寺 1時

訪神社諏 魚i北港章 魚津神社

埋
1支

林{則
) 

支
む
月

9
悶
(
木
ν

盆 せ
街流し 上村木

、、、

り
スフ 行E雨 込

み 七 お
蝶

祭タ
--y 

ーノム、4 

市内

街踊流L り
り /そ

チ レ 事

ドt. 

午後 午後 午後 30 午後 時

9 20 7 7 分 6
問1時 分時 1 a寺 j 時

22 B A 22 央通 りi 村木支 1 役市所
m 通 i銀コ宿前通央中コ m :ia 1銀 ~t 場
通 り通央中座通 IM:k:1 通 り市座 電前
り スアB スり j民tZLZ 通庖 i
り 22り はり 11サ
りI=:" ，--... た館削 l木道ン

í~主削 m大 ち 新宿通下協下塵プ 所
22 手J商沢 前 i 酒ラ
m.:.:..;. 中庖ザ

-・ ・，

t、.正‘、てτ.';.. :;. ~蝿
・ -・ ... ' 、

930円

310円

【
料
金
表
】

ミラーヲ.ユラシド
海水プール

月14日⑥オーブン

~ 



。。広報うおづ平成 2年 7月

み
ん
色
喝
の
哀
W
E
m
d

市
民
体
育
大
会
総
合
開
会
式

7
月
何
回
(
日
)
午
前

8
時
犯
分

市
営
吉
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
(寝
間
開
齢
)
門

広
く
市
民
に
ス
ポ
ー
ツ
を
普
及

・
振
興
し
、
健
全
な
心
身
の
増

進
と
競
技
力
の
向
上
を
目
的
と
し
て
第
ぬ
回
魚
津
市
民
体
育
大
会

を
別
表
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
市
晶

g
n
|
2
2
0
0
内
線

4
5
1

9: 30 

9:30 

9:00 
14: 30 
8:00 

14: 30 
14:30 
8:00 
13:00 
8:00 

10:00 

9:30 

吉田グラウンド

室内温水プール

総合体育館

桃山野球場他
西部中学校
天神山・桃山野球場

吉島小学校
東部中学校
西部中学校
早月河川敷
天神山野球場他

本江小学校
本江小学校
村木小学校
村木小学校

7月15日

7月15日

7月15日

7月15日

技

水

軟

泳

球

競

野

上

式

陸

9:30 

8:00 

10:00 

10:00 

9: 30 

総合体育館

総合体育館

経団小学校

ミラージュ
市営コート

西部中学校

7月15日

6月24日

7月15日

7月15日

7月15日

道

ア

4本 道

手

ス一

柔

卓

フ也
二工ニ

9:00 魚津工業高校7月15日

一
ス
ス
ク
ー
ル
の
ご
案
内

8
月

1
日
(
水

)
1
8
月

8
日
(
水
)
〈
雨
天
順
延
〉

午
前

5
時
初
分

1
7
時

ミ
ラ
ー
ジ
ュ

・
コ
l
ト

一
人
五
千
円

先
着
初
名

ラ
ケ

ッ
ト
、
シ
ュ
ー
ズ

は
各
自
持
参

申
し
込
み
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、

7
月
お
日
ま
で
に
市
テ
ニ
ス

協
会
事
務
局
(
宮
井
)
へ

B
M
1
5
6
3
0
 

テ
ニ
ス
協
会
公
認
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
が
、
初
心
者
か

ら
上
級
者
ま
で
レ
ベ
ル
に
応

じ
て
指
導
し
ま
す
。

10:00 

8:00 

10:00 

スポーツ少年団
中学男女
地区対抗
一般男女

スポーツ少年団
中学男女
一般男女
30 歳以上

スポーツ少年団 17月間・15日
中学男女 17月14日
一般男女 15月6日~
スポーツ少年団 17月8日
中学女子 17月14日

ソフトボール|地区対抗 I7月15日
家庭婦人 I6月3日
一般男子I6月10日~

スポーツ少年団
中学男女

〈レーボール|
一般男女
家庭婦人

中学男女
般男女

〈ドミントン|
30歳以上男子
家庭婦人

スポーツ少年団
中学男子
一 般男子

一 般男女
A・s.cクラス
スポーツ少年団
一 般男子

スポーツ少年団
中学男女
一 般男女

球 I30 歳以上
40 歳以上
50 歳以上
家庭婦人

スポーツ少年団
中学男子
高校男 子
一 般男 子

スポーツ少年団
バスケ ットポール|中 学男 女

一 般男 子

スポー ツ少年団
中学男女
一 般男女

中学男女
一般男女

高校男子
一 般男子
壮年男子

スポーツ少年団
中学男子
一般男子

スポーツ少年団
一般男子

10:00 

9:30 

大町小学校

場

吉島小学校

東部中学校

魚津高校

市営コート

道弓市

7月15日

7月15日

7月15日

7月15日

7月15日

道

フ

道

軟式テニス

カ

ビ

'/ 

ゲ

サ

安リ

ー一一，
勺

マ
期

日

マ

時

間

マ

場

所

マ
受
講
料

マ

定

員

マ
そ
の
他

歩
こ
う
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

8
月

9
月
の
歩
こ
う
会
は
、
会
員

研
修
会
の
た
め
、
一
般
市
民
の
方
は

参
加
で
き
ま
せ
ん
。

日
月
か
ら
の
歩
こ
う
会
に
、
ご
参

加
く
だ
さ
る
よ
う
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。



22 21 

わくつ康健たち息 待て大変危険 合たも事故 症
29 1 I 22 ・ 1518 1 1 日

ゴせとま ろぢを ち、 に骨の 状ひ
24 22 

Jレ、ふりなつみ吸、普通、すま。そ はでろなはと ーー
日 土

日日 i 日日 ・ 日日日日 H程

フ胸〈 、胸骨すま。フ つ 傷肺を神経つどいく o 火 日

のがら息はと で 骨でろち
スとむを動の反去と a、、ザ止ふ明乞と 寝》 す やが胸いに 民医主= 金国 支部対抗 富出"'" 
イての吸 ら干く か つ血折強をろ折骨
ンもでう ぶ」ろらまり せ患け管ーれ すで きτd詮T 丈Tソ毛l グ痛、と ら ，み 、部た、た打 と

なみ呼ち~ Lカ、 、〈 救急車を をりひりしが言

予ル大市選ポ会レl! J市zEフボムト|zレ車主ヰ式野大団会山~ ス年少回 プパ車」学世操大瞳体

どま吸ぢ L た吐 下しど、、、 つ
会:z:，; ハ

でてにみ品?ま骨折〈骨組在 にたい折霊童て レ|
ハ|ボ急 合吐 。ましと、 しら場れ も
ポ|事

ろ ント 1 1 Jレ

ノレかの注意。こ場すまばの力疲労骨折 骨折 受け部患を あずに 一(ノ ル大zt』z 
フりこ りでし 。カf ゴ まみ 二釜正 大会 名

を 、と やのがた属金加 起を Jレすま りに体を 4日事 AM 1 AM 1 AM AM 1 1 AM 1 AM 1 AM 1 AM 1 AM 
休治が初す反あり わ フ 固心ろね 91819 9 1 1 8 1 9 1 9 110 
む療多期い復れすでつと干で 戸己つじ の 00100100 
このい症のスとるもたは子は せず骨長つ 骨日 I1I1I I1 1 I 1 I 1 I 1 I 
と問 。状でイ同じ と度た 、こ 、 、 た

総壬AヨF 早戸月川電I 神妻E場天山子R 

市総桃市総総総。は早は、ン 折々め骨上とろ 医師に り 折_"...... 
きく背中練習グすでれ曲骨折に つ ー、たア ri凸主ト メ口入 山 内 メロ入 ぷロ入 ぷロK 窃1口
ち師医 の てげ 〈り A円 のー一とき転 I 

体説7 ・ コ体 体体体
ん の方と したすり の 療治を 角巾 ん
とに痛法き練まりる返 だ |育球全育育育所
ゴかみに起習い伸もしてま芽中 で同は 育 Vラ7 球場桃LlJ 

館予 ト館場域館館館

〔
保
険
税
は
期
固
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う
〕

国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
助
の
精
待
で
あ
な
だ

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

平
成
元
年
度
国
保
会
計
決
算

歳

入

総

額

お

億

5
千

3
百
万
円

歳

出

総

額

辺

憶

8
千
2
百
万
円

差
引
き
7
千
百
万
円
を
平
成
2
年

度
へ
繰
越
し
ま
し
た
。

昭
和
臼
年
度
の
決
算
で
は
1
億
9

百
万
円
の
繰
越
金
が
出
た
の
で
、
こ

の
1
年
間
で
財
政
が
悪
化
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

平
成
2
年
度
で
は
、
増
え
続
け
る

医
療
費
を
ま
か
な
う
た
め
の
収
入
が

約
1
億
1
千
8
百
万
円
不
足
す
る
見

込
と
な
り
、
そ
の
対
策
と
し
て
、
繰

越
金
の
充
当
、
予
備
費
の
使
用
の
ほ

か、

一
般
会
計
か
ら
3
千
万
円
の
繰

入
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

保
険
税
の
税
率
は
す
え
お
き
で
す
が
、

賦
課
限
度
額
は

2
万
円
ア

ッ
プ
し
て
、

位
万
円
と
な
り
ま
す
。

国
保
会
計
を
健
全
な
状
態
に
保
ち
、

保
険
税
の
値
上
げ
を
防
ぐ
に
は
、
次

の
こ
と
が
大
切
で
す
。

ωな
る
べ
く
病
気
や
ケ
ガ
を
し
な
い

よ
う
に
日
頃
か
ら
留
意
し
、
健
康

づ
く
り
に
心
が
け
る
。

ω保
険
税
を
き
ち
ん
と
納
め
る
。

お
互
い
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

国
保
を
蔵
丸
。
刈山え
る
保
険
税

国
保
制
度
は
基
本
的
に
、
被
保
険

者
が
納
め
る
保
険
税
に
よ
っ
て
成
り

立
っ

て
い
ま
す
。

今
月
は
平
成
2
年
度
国
保
税
第
1

期
分
の
納
入
月
で
す
か
ら
、
忘
れ
ず

に
納
め
ま
し
ょ
う
。

歳出 2，281，953千円

70，949千円 (翌年度へ繰越)

2，352，902千円

総務費 66.727千円
2.92% 

平成 2年 7月

その他の収入

272.253千円
11.57% 

広報うおづ

歳入

繰越金

108.758千円
4.62% 

繰入金

43.500千円
1.85% 

その他の支出

39.059千円
1.71% 

差引

(11) 



(12) 

と き と ー ろ と き と ー ろ} ー
住 7月3日(刈 9 :30-10:30 東 山 公 民 館⑧ 7月17日(火) 13 : 15 -15 : 00 奥東 城公民館⑧
民 7月3日(刈 13:15 -15 : 00 木下新公民館⑧ 7月20日樹 9:30-10:30 東蔵公民館⑧
検
7月6日幽 13 : 15 -15 : 00 天 神公民館⑧ 7月20日幽 13 : 15 -15 : 00 片県公民館⑧

曇回2ふP、

結核

7月9日(月) 9 : 30 -11 : 30 魚津市健康センター⑧ 7月25日(水:) 9 : 30 -11 : 00 常徳寺前

7月10日(火) 9 : 30 -10 : 30 石垣公民 館⑧ 7月25日ヤド:) 13 : 15 -15 : 00 農協下野方支所

と 7月10日(刈 13: 15 -15 : 00 大海寺野公民館⑧ 7月27日幽 9:30-10:45 志むらの j易前

成 7月13日幽 9:30-11 :00 大海寺新公民館⑧ 7月27日倒 13 : 15 -15 : 00 色 j章 保 健 所
人 7月13日幽 13: 15-15: 00 上野方公民館⑧ 8月3日幽 9:30-11 :00 百 楽 荘
病 7月16日(月) 9:30-11:30 魚津市健康センター⑧ 8月3日幽 13: 15-14: 00 印 田 公 民 倉吉、h圃'"

7月17日(刈 9:30-10:30 道 坂 公 民 館⑧ 8月3日幽 14 : 15 -15 : 00 一 田 公 民 自官

広報うおづ平成 2年 7月

⑧は成人病検診があります。受診票主健康手帳を持参してください。健診の案内が届いた方で、職場やその他で健診を

受けている方は、魚津市健康センターまでご連絡ください。(ft⑮3999)

健
康
診
査

医
療
機
関
委
託
健
診
の
み
な
さ
ん

7
月
況
日
ま
で
受
診
し
ま
し
ょ
う

市
が
市
内

の
医
療
機
関
に
委
託
し
て
行
っ
て
い
る
健
康

診
査
は
、
七
月
三
十
一
日
で
終
了
し
ま
す
。

ま
だ
受
け
て
い

な

い
方
は
、
早
く
お
受
け
く
だ
さ
い
。

医
療
機
関
委
託
健
診
の
対
象
の
方

o
日
歳
以
上
の
方

O
住
吉
、
本
江
、
道
下
、
加
積
、
経
団
地
区
の

ω
j
M
歳

の
方

集
団
健
診
も
始
り
ま
し
た
|
受
診
を
l

対
象
者
に
は
個
人
通
知
を
し
ま
す
。
今
年
も
健
診
を
受

け
て
健
康
を
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

「みんなで追放しよう

シンナー・覚せい剤の乱用を/J

薬物乱用防止月間

7月1日'"-31日

平
成

2
年
7
月
幻
日
(
日
)

午
後
l
時
初
分

1

4
時

圃
と

こ

ろ

魚

津

平

安

閑

圃
プ

ロ
グ
ラ
ム

O
寸
劇

「
み
ん
な
が
歩
く
、
わ
た

し
も
歩
く
」

O
特
別
講
演

講

師

作

家

田

中

澄

江

氏

「
何
を
生
き
甲
斐
に
す
る
か」

O
相
談
会

O
展
示

車
椅
子
、
椅
子
、
杖
等

歩
く
た
め
の
補
助
具

画
間
合
先

富
山
県
魚
津
保
健
所

E
M
1
0
3
5
9
 

み
な
さ
ん
の
お
い
で
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

圃
と
き

⑪
や
海
岸
を
き
れ
い
に
す
る
運
動

7
月

1
日

1
8月
引
日

地
域
ぐ
る
み
で
山
や
海
岸
の
清
掃

を
実
施
し
、
美
し
い
自
然
を
取
り
戻

し
、
住
み
よ
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し

L
品
、
勺
J

。

省
マ山
ナ野
I 菜
を採
守り
りの
まみ
しな
よさ
うん

最
近
、市
内
・
県
内

・
県
外
か
ら
、

山
菜
・
山
野
草
採
り
の
マ
ナ
ー
を
問

わ
れ
る
投
書
、
相
談
が
増
え
て
い
ま

す
。山

菜
・山
野
草
採
り
の
み
な
さ
ん
、

マ
ナ
ー
守
り
自
然
を
大
切
に
し
ま
し

ト品、「ノ
。

O
立
ち
入
り
禁
止
、
進
入
禁
止
区
域

へ
入
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

O
山
菜
、
山
野
草
は
、
根
絶
す
る
ま

で
採
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

O
空
カ
ン
、
空
ビ
ン
な
ど
の
ゴ
ミ
は

/
y
.

捨
て
な

い
で
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

山
と
ふ
れ
あ
い
自
然
に
学
ぶ
い

自
然
に
し
た
し
む
運
動
月
間

7
月
引
日
i
8月
四
日

1 
2 

行

午後時3分1 0 

可

100 
選

み
な
さ
ん
の
推
せ
ん
で

「
富
山
の

自
然
別
選
」
を
選
び
ま
す
。

ふ
る
っ

て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
応
募
方
法

市

役

所

、

県

内

の

朝

日
新
開
通
信
局
、
販
売
所
に
あ
る

応
募
用
紙
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
応
募
期
間

8
月
白
日
ま
で

マ
間

合

先

富

山
市
新
桜
町
6
|

朝
日
新
聞
富
山
支
局
「
富
山
の
自

然
川
選
」
事
務
局

告

0
7
6
4
|
引

|
1
6
7
1



(7周〉だより
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あなたにできるガン予防H、禁煙は、

所診療科療診時 診 器相
日5月8 29 22 15 8 日1月7 

歯科
日5月8 29 22 15 8 日1月7 

日 日 日 日 日 日 日 日

在 療川 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 7 
地目間日急ー地 玉

科歯医院 博科田中医院塩歯科見 医院持歯科
つ空1ク歯藤科近間近 雫星 船崎医院

井E 
mミ- 新 早 ;j;j 月

~ :iii黒科内午後曜日 患療医休区 医院 科歯回 病院)11 病院)11 病院JII 医院回
の
休

管曲事消防署向 部市 ー 7 日 日

守宮O7警R 膳入宮@633 1 警岡E入入警E?35 0 普E 膳入

朝

EすO23 普E 膳入雪宮O23 薯R B入磐

本 E 昭島 大 緑 新
日

7 三 小 時 ・セ夜

管定O63 量Z J目11 霊@39 2 1 宝町@ 宮O1 島草857 0 町川
宝雪B3E J 品 ・@ E 4町窓白金屋 療診室

3 日 干児斗 1 祝
1 市 午後 日 ン間

※診療時聞は、いずれもタ
午前 9時から午後 5時 5 

側 手外斗~~ I 。。 。。 7 4 2 ) 時 8 まで。 8 

と

7月27日幽

7月13日幽 110: 00 -II : 30 1魚津市健康
7月12日(木)I _~ . ~~ _~ . ~~ Iセンター

I 13:00-13 :30 I 目

I 7月26日休)1 ...v. vv  ...v. vv  1 i 併せて行います。

7月25日休)1 13: 00 -14 : 00 1一一一一一一一一一一一一: オ麻しん (はしか)の接種
1券を発行します。

7月27日幽 113 :00-l3: 30 1 リ歯ブラシとタオルをご持

7月24日(刈 113:00-14:00 1一一一一一一一一一一一一一...: 1参ください。

7月5日(木)1 13: 00 -13: 30 1魚津保健所|お母さんの貧血検査も行います。

心の健康相談 |一般市民|随時 113: 30 -15 : 00 1魚津保健所'

機能 訓 練 |脳卒中後遺症のある人~月 5 日嗣パ0 : 0い5 : 00
(リハビリテーション)I"~ ' ， ，"'-̂ = ~ -， -， ~ ， ， I 7月19日(柑

I 7月19日(村 I13 :00-14 :00 
般市民 l

I 7月3日(刈

7月25日(水)

7月27日幽

考備ろとき
一
族
一
者

象
一
家
一
育

一
の
一
保

一そ一
一
一
、y」

一L
f
」一

対
一
婦
一
児

一
妊
一
幼

内

母親学級
育児サ

4か月児健診

容
一
価 9 : 30 -16 : 00 I一一一一一一一一一一一一一一→|昼食をご持参ください。

.一→|ツベリクリ ン反応検査を児

児

8 か月児

63年12月生まれの児

満 3 か月児

月

月

か

台、

4 

8 

ロン

8か月児健診
離乳食講習会
1歳6か月児健診
股関節脱臼検診

老人ボケの相談も受けます。

訓練は10: 00 -12 : 00 魚津市健康センター

J(IL圧 ilil同-心氾医l'検 }，J<
官会裂が受けられます。

血圧ifllJ定、相談

魚津市健康センター

百楽荘
健康相談

10 : 00 -II : 30 

13 : 30 -14 : 00 
料金 720円
1llし、4J=!ll:J-3月31日
までに40、50、60裁にな

黒 部保健所!:主主、 7峨以上の人は

:・子宮がんは30歳も無料

上中島公民館|そし込みhTii竺22
料金 1，030円
{旦し 、4月l日-3月31日
までみに30、40、50、60 
歳になる 人 520円
料金 1，130問
f旦し 、4月l臼-3月31日
まて刊こ30、40、50、60
裁になる人、70歳以上
の 人整担

13 :00-14 :00 児

児

月

月

ツベルタリン反応検査I8 
S.C.G予防接種

魚津市健康センター
台、

か8 

上中 島公民 館8:00-10:00 7月11日(水)
民市南生胃がん検診

9:00-11 :00 

子宮がん検診

13:00-14 :00 

市内産婦人科、病、 医院

毎週水曜日

7月11日(榊

民市均支

申し込みは健康セ ンター
随時

" 

市骨量乳がん検診 13: 00 -14: 00 I上中島公民館7月11日(水)民

健
康
テ
レ
ホ
ン
・
サ
ー
ビ
ス

8
0
7
6
4⑫
0
0
0
3
 

。がん検診希望者は、実施日10日前まで魚津市健康センターへ申し込み下さい。予定数に達したら締切ります。

7
月
の
テ
!
マ

ポ
リ

l
プ
と
は
?

幼
児
の
言
葉
の
遅
れ

あ
が
ら
な
い
コ
ツ

歯
科
治
療
の
じ
よ
う
ず
な

受
け
方

金

狭
心
症
と
心
電
図

土
・
日

過
労
死
に
つ
い
て

O
問
合
せ
先

富
山
県
保
険
医
協
会

岱

0
7
6
4
@
8
0
0
0

木水火月
マ
開
催
日

一
回
目

一一
回
目

三
回
目

四
回
目

マ
時
間
い
ず
れ
も
午
前

9
時

1
午
後

3
時

マ
内
容
・
講
義
・:
正
し
く
学
ぶ
食
事
療
法

.
リ
ズ
ム
体
操

・
バ
イ
キ
ン
グ
試
食

マ
会
場
・
連
絡
先

魚
津
保
健
所

E
M
1
0
3
5
9

12 10 9 7 
月月月月
10 22 20 30 
日日日日

13 11 27 8 
日月日月
6 7 
日日



広報うおづ (14)平成2年 7月

ございますフおめでと池
の
競
め
池
現
地
調
査

6
月
6
日
、
僧
ケ
岳
中
腹
に
あ
る

池
の
尻
の
池
の
保
全
調
査
が

3
年
ぶ

り
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
池
の
周
辺
は
、

三
、
四
分
咲
き

の
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
が
咲
き
、
保
全
状

態
も
良
好
で
し
た
。

ま
た
、
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
や
ク
ロ

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
生
息
も
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

環
境
斤
水
環
境
賞

6
月
6
日
、
神
戸
市
の
兵
庫

県
公
館
で
開
催
さ
れ
た

「水
環

境
フ
ォ
ー
ラ
ム
明
i

n
兵
庫
」

の
会
場
で
、
環
境
庁
が
環
境
週

間
行
事
の
一
環
と
し
て
、
水
環

境
の
保
全
に
功
績
の
あ
っ
た
人

た
ち
を
表
彰
す
る
「
水
環
境
賞
」

に
西
部
中
学
校
が
選
ば
れ
、
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

書i⑧
美

⑩ 
展

中
村
美
梢

(東

町

)

経
津
菩
汀

(浜
経
由
)

「野
生
の
四
季
」

高
岸
信
夫
(吉

O
県
展
奨
励
賞

彫
刻

「未
来
・:
」

「落
花
」

写
真

島

寺

崎

明

(
仏

国

)

以
上
の
入
賞
者
の
ほ
か
、
魚
津

市
か
ら
幻
名
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

がか宮
5 か津広
月る間域 .

100 - 3 _y"，;j薗園田量生 ヂ 司園.124 n~ を営 y
m 等径 難圃E圃圃圃園陸盤底流翠週日制流農

震..  冨圏直置量謹冨酪五薄 lal ，'":. )11 
橋間韓関司彊盟国軍事用圃函.~I t=骨れ団
連 、4 柑軍司 ~.圃随行塁る地
続 シグト盟圏直 言F事曙.Jわ宗善農
非 戸..~ .民運.._"._.~-." れ i!? 兵道
合 包哨a蝿園田 弔 問 、，とlまの衛の
成 聞圃圃F開開明 :~t.~-<-迂 | し渡谷湯
銀 一…ーー 一 一 た橋 )11上
桁 。式に j

O
型
式

O
橋
格

O
橋
長

ー
魚
津
の
三
太
郎
博
士
紹
介

l

今
回
は
、
シ
リ
ー
ズ
最
終
回
、
盛

永
俊
太
郎
博
士
を
紹
介
し
ま
す
。

③

盛

永

俊

太

郎

ご

八
九
五

i
一
九
八

O
)

-
理
学
博
士

・
九
州
大
学
名
誉
教
授

.
稲
の
博
士

盛
永
俊
太
郎
博
士
は
、
明
治
犯
年

上
野
方
村
大
海
寺
新
に
生
ま
れ
、
魚

津
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
後
、
魚

津
中
学
か
ら
第
四
高
等
学
校
、
東
京

帝
国
大
学
農
学
部
、
同
大
学
院
に
進

み
、
大
正
日
年
九
州
帝
国
大
学
教
授

と
な
っ
た
。
細
胞
遺
伝
学
の
手
法
を

駆
使
し
て
イ
ネ
属
植
物
と
ア
ブ
ラ
ナ

属
植
物
に
つ
い
て
裁
培
種
と
そ
れ
に

近
い
野
生
種
の
つ
な
が
り
を
明
ら
か

に
し
た
。
こ
の
研
究
は
、
病
害
虫
に

強
い
品
種
を
作
る
た
め
の
基
礎
的
資

料
と
な
り
稲
の
発
祥
地
を
探
る
手
が

か
り
と
な
っ
た
。

ま
た
、
博
士
は
専
門
分
野
だ
け
で

な
く
、
考
古
学
、
民
俗
学
、
歴
史
学
、

言
語
学
の
分
野
に
つ
い
て
も
す
ぐ
れ

て
い
た
。

題
「
正
ち
ゃ
ん
帽
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
つ
つ
ま
し
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

フ
ォ
ー
カ
ス
賞

佐
々
木
勝
之
(
平
伝
寺
)

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
地
区
の
顔
馴
染

み
の
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
で
す
。

カ
メ
ラ
を
向
け
る
と
、
「若
々
し
i

く
と
っ
て
く
れ
や

i
」
と
注
文
す
る

お
じ
い
ち
ゃ
ん
。

テ
レ
く
さ
そ
う
に
持
参
し
て
き
た

お
弁
当
を
食
べ
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。

い
つ
ま
で
も
元
気
で
。



6月17日
新川地区網号|き大会

平成 2年 7月

6月10日
市連青陸上競技大会

v 
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6
月
打
日

企
新
川
地
区
ビ
l
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

図握手
重主 {果た

長35
2り
りEZ

字詰

連
続
テ
レ
ビ
小
説

「凄
凄
と
」
の

台
本
が

N
H
K
か
ら
送
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
ム口
本
は
図
書
館
に
お
い
て
あ
り
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一二
羽
信
頼
V
A
d
特
進
荻
一カ
ヌ
ウ
清
治
為
一向

因

幡

諒

介

く
ん
(
定
雄

・
暢
代
き

笠

木

綾

乃

ち
ゃ
ん
(
康
弘

・
玲
子

ん

夫

妻

の

長

男

)

大

海

寺

新

さ

ん

夫

妻

の

長

女

)

本

江

元

町

平
成
元
年
9
月
7
日

生

ま

れ

平

成

元

年

9
月
8
日
生
ま
れ

《
お
母
さ
ん
の
一

号一
口》

早
く
歩
け
る
よ
う
に
な

っ
て
お
姉

ゃ
ん
と
仲
良
く
遊
ん
で
ネ
。

《
お
母
さ
ん
の
一
言
》

他
の
人
に
や
さ
し
く
接
す
る
こ
と

が
で
き
る
子
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

7
月
1
日
1
8
月
引
日

伸
び
よ
う
伸
ば
そ
う
青
少
年

夏
の
青
少
年
を
ま
も
る
運
動

家
庭
・学
校
・地
域
社
会
総
べ
て

の
人
々
が
共
に
手
を
取
り
合
っ
て、

時
代
を
担
う
青
少
年
を
健
や
か
に

育
て
る
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

「あ
た
た
か
運
動
を
ひ
ろ
げ
よ
う
」

¥
ゲ
愛
の
一
声
を

/

し

に

か

け

よ

う

他
人
の
子
も
ほ
め
、

し
か
る
愛
の
一
声

む〕
J

対
話
を

に
し
¥

進
め
よ
う

hvJ楽
し
い
家
庭
を
つ
く
ろ
う

に
し
¥
毎
月
第
3
日
曜
日
は

「
家
庭
の
日
」

家
族
み
ん
な
で
話
し
合
い
を

h
ノ
環
境
浄
化
に

f

ゆ
L

努
め
よ
う
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…議
政
パ
ス
教
室

ふ
れ
あ
い
親
子
コ
!
ス

8
月
円
日
(
金
)

O
見
学
施
設

埋
没
林
博
物
館
、
大
徳
寺
、
川
の

瀬
団
地
、
歴
史
民
俗
資
料
館
、
吉
田

記
念
市
立
郷
土
館
、
水
族
館
、
ミ
ラ

ー
ジ
ュ
・
ラ
ン
ド
、
消
防
署

O
定
員

ω名
(親
子
)

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

0
申
込
み
・
問
合
せ
先

魚
津
市
釈
迦
堂

l
i
m
-
-

魚
津
市
役
所
企
画
広
報
室

岱
②
2
2
0
0
内
線
問

。
そ
の
他

・
参
加
費
は
無
料
で
す
。

・
昼
食
、
お
茶
な
ど
は
各
自
持
参

し
て
く
だ
き
い
。

れ
あ
い

一……
…
察
…ぃ一政

パ

ス

教

室

小
学
校

4
1
6年
生
と
父
母

.
い
き
い
き
親
子

コ
l
ス

7
月
幻
日
(
金
)

8
月
3
日
(
金
)
・
6
日
(
月
)

.
水
と
の
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ス

7
月
払
日
(
火
)

8
月
7
日
(
火
)

-
健
康
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ

l
ス

8
月
9
日
(
木
)

o
申
込
み
方
法
・
問
合
せ
先

往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
希
望
コ

l
ス
を
記
入
し
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

魚
津
地
方
県
民
相
談
室

魚
津
市
新
宿

m
l
7

(
魚
津
総
合
庁
舎
内
)

岱

但

|
5
3
1

1
(代
表
)

O
参
加
料

無
料

(
た
だ
し
、
入
館

料
な
ど
の
実
費
は
各
自
負
担
)

昼
食
、
お
茶
な
ど
は
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

01J 

j

訟
判
鉢
一
・~
械
類

水
鼠
飽
冨
体
砂
特
訓
側
四
回

一外
国
か
ら
来
た

生
き
も
の
た
ち

|
外
来
生
物
|

7
月
初
日
(
金

)
1
9月
9
日
(
日
)

魚
津
水
族
館

外
国
と
の
交
流
が
盛
ん
に
な
っ
た

明
治
以
降
、
日
本
に
は
、
た
く
さ
ん

の
外
国
の
生
物
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

富
山
県
で
見
ら
れ
る
外
来
生
物
を

飼
育
展
示
し
ま
す
。

家
族
館
写
生
大
会

作

品

展

6
月
羽
田
(
土

)
1
8月
引
日
(
金
)

魚
津
水
族
館
展
示
場

中
部
地
方
動
物
園

・
水
族
館

写
生
大
会
参
加
作
品
、
県
知
事

賞
作
品
を
は
じ
め
、
写
生
大
会

の
参
加
作
品
が
全
て
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

夏
一体
み
博
物
館
教
室

小
学
校

5
・
6
年
生
及
び
父
母

女
遺
跡
探
検
コ
ー
ス

8
月
1
日
(水
)

午
前
9
時
i
午
後
5
時

O
定
員

幻
名

O
行
先

愛
本
新
遺
跡
(
宇
奈
月
町
)、

不
動
堂
遺
跡
(朝
日
町
)、
じ
よ
う

べ
の
ま
遺
跡
(
入
善
町
)、
桜
峠
遺

跡
(
魚
津
市
)
な
ど

O
参
加
料

無
料

筆
記
用
具
、
昼
食
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

-R縄文
土
器
つ
く
り
コ
ー
ス

8
月
5
日
(
日
)粘
土
で
土
器
作
り

午
前
叩
時

i
午
後
4
時

8
月
初
日
(
日
)縄
文
土
器
野
焼
き

午
前
日
時
i
午
後
3
時

O
定
員

初
名

O
場
所

吉
田
記
念
市
立
郷
土
館

。
費
用

約
制
円
(
粘
土
代
金
)

昼
食
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
先

吉
田
記
念
市
立
郷
土
館

宮

訂

1
7
0
4
5

初
級
ワ
ー
プ
ロ
講
座

ワ
ー
プ
ロ
の
基
礎
知
識
、
機
器
の

実
習
を
通
し
て
、
情
報
活
用
能
力
を

高
め
ま
し
ょ
う
。

V
期
間

7
月
初
日
(金
)
l

幻
日
(金
)

全
6
回

午
後
6
時
叩
分

1
9
時

V
場
所

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
(川
縁
)

V
対
象
及
び
定
員

一
般
加
名

V
講
座
内
容

ワ
ー
プ
ロ
入
門

・
文

書
作
成

・
図
形

・
グ
ラ
フ
作
成

V
受
講
料

無
料

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

窓
辺

l
2
2
0
0
(
内
線
州
)

「
川
原
田
政
太
郎
博
士
へ
の

想
い
出
」
原
稿
募
集

魚
津
市
名
誉
市
民
川
原
田
政
太

郎
博
士
へ
の
想
い
出
を
都
艶
と
し

て
刊
行
し
ま
す
の
で
、
そ
の
原
稿

を
募
集
し
ま
す
。

V
応
募

・
棚
字
詰
原
稿
用
紙

5
枚
程
度

-
応
募
原
稿
に
題
名
、
氏
名
を
記

入
し
、
別
紙
に
住
所
、
氏
名
、
性

別
、
職
業
、
電
話
番
号
を
明
記
し

て
応
募
く
だ
さ
い
。

V
応
募
締
切

9
月
末
日

応
募
作
品
が
多
数
の
場
合
厳
選

V
提
出
先
・
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

g
n
|
2
2
0
0
(
内
線
制
)



7
月
四
日
に
任
期
が
満
了
す
る
農
業
委
員
会
の
委
員
の
一
般
選

挙
が
、
沖
縄
県
を
除
き
全
国
統
一
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

日
程
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

選
挙
の
毘
程
:

O
選
挙
の
告
示
日

7
月

8
日
(
日
)

O
立
候
補
届
出
日

7
月

8
日
(
日
)

(
8
時
初
分
か
ら
午
後

5
時
ま
で
)

O
立
候
補
届
の
受
付
場
所

魚
津
市
役
所
第
一
会
議
室

O
選
挙
の
期
日

7
月
日
日
(
日
)

ドの正誤について

お知らせ
6月に配布いたしました 「市政方イド) に一部訂正

箇所がありましたので、お知らせします。

平成 2年 7月広報うあ、づ

市政ガイ

)
 
司，，1
 
(
 

表誤正

選
挙
区
と
区
域
・
定
数

・
第

1
選

挙

区

定

数

3
名

旧
魚
津
町
、
下
中
島
村
、
下
野
方

村
、
上
野
方
村

・
第

2
選

挙

区

定

数

3
名

旧
上
中
島
村
、
松
倉
村

・
第

3
選

挙

区

定

数

4
名

旧
片
目
(
谷
村
、
加
積
村
、
道
下
村

・
第
4
選

挙

区

定

数

4
名

旧
経
田
村
、
天
神
村
、
西
布
施
村

選
挙
権
の
あ
る
方

今
年

3
月
訂
日
に
確
定
し
た
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
、
満
初
歳
以
上
の
方
。

た
だ
し
、
叩
ア
ー
ル
以
上
の
農
地

に
つ
き
耕
作
の
業
務
を
営
む
方
、
ま

た
は
そ
の
配
偶
者
な
ど
で
概
ね

ω
日

以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
と
農
業

委
員
会
が
認
め
た
方
。

O
委
員
の
任
期
は

3
年
で
、
選
挙
に

関
す
る
事
務
は
、
魚
津
市
選
挙
管
理

委
員
会
で
行

っ
て
い
ま
す
。

E
n
l
2
2
0
0
(内
線
制
)

笑顔がそろうニュータウン

川の瀬団地宅地分譲受付中
残り引区画(6月25日現在)

海
難
救
助
実
地
訓
練

魚
津
救
難
所
は
、
沿
岸
に
お
け
る

漁
船
並
び
に
小
型
船
舶
等
の
海
難
事

故
防
止
と
、
水
難
事
故
に
よ
る
人
命

船
舶
の
救
助
訓
練
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

O
と
き

平
成

2
年
7
月
6
日

午
前

9
時

1
日
時

O
と
こ
ろ

魚
津
市
上
口
二
丁
目

魚

津

港

北

区

補

助

港

O
訓
練
種
目

火
災
船
消
火
訓
練

孤
立
者
救
助
訓
練

転
落
者
救
助
訓
練

天
候
の
変
化
や
気
温
の
上
昇

な
ど
で
出
来
た

H

路
面
の
穴
H

は
、
通
行
の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因

に
な
り
ま
す
。

市
建
設
課
及
び
県
土
木
事
務

所
で
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い

道
路
の
維
持
管
理
に
努
め
て
い

ま
す
が
、
路
面
の
穴
に
気
付
か

れ
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

O
市
役
所
建
設
課

E
n
|
2
2
0
0
(
内
線
制

)

O
魚
津
土
木
事
務
所

宮

μ
|
5
3
3
1
(内
線
側
)

カ
メ
虫
類
の
防
除
を

ー、

7
月
中
旬
ま
で
に
、
畦
畔
や
農

道

・
雑
草
地
の
草
刈
り
を
徹
底
し

宇
?
し
ょ
、
っ
。

刈
り
取

っ
た
雑
草
を
放
置
し
て

お
く
と
「
着
色
米
」
の
発
生
源
と
な

り
、
「
カ
メ

ム
シ
」
の
生
息
地
と
な

り
斑
点
米
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

推
肥
に
す
る
か
、
焼
却
し
ま
し

ょ、っ
。

2
、
穂
揃
期
及
び
傾
穂
期
の

2
回
防

除
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

3
、
本
国
防
除
と
あ
わ
せ
、
農
道
・畦

畔
を
単
剤
で
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

③
用
⑧
交
⑧

.
ゆ
ず
り
ま
す

マ
編
機
マ
応
接
用
イ
ス
マ
机

.
も
と
め
ま
す

マ
ワ
ー
プ

ロ

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、
市

役
所
総
務
課
行
政
係
ま
で

T
E
L
ω
2
2
0
0
(内
線
加
)

f丸肉一一ン、 行数 5具 正

15 15 下中島(吉住) 下中島(住吉)

17 2 開栓手数料 1000円 開栓手数料 1，000円

22 l 
社会福祉課 魚津市健康センター

内線 122まで 宮 24-3999

38 1 
魚津水族館 魚津水族館
ft22-4100 包 24-4100

42 右 2 和 室 ノマソコン室

42 右 7 利用時間 利用時間午前9時
午後 1時-9時 ~午後 5時30分

(ただし日曜日は) (ただし日曜日は)
午後 5時まで 午後 1時まで

J
R魚
津
駅
前
市
営

駐
車
場
が
工
事
の
た

め
使
用
禁
止
に
な
り

ま
す

6
月
お
日
(
木

)1
7
月
引
日
(
火
)

工
事
完
了
後
は
一
層
の
ご
利
用

を
お
願
い
し
ま
す
。
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ご寄付ありがとう

ございました く敬称略〉

informαtion 

i 極~-~，.畿磯崎五五室長選言
せら失ロお

b善意銀行へ

関口宏明天神町'新

八倉巻幸作大海寺野村

岡本よし本江新町

沢泉新次中央通り二丁目

贋瀬賢二横 枕

稲場 繁文化町

中川正昭駅前新町

大野昭二北鬼江

山下吉市釈迦堂一丁目

大嶋忠正吉島一丁目

魚津保育園職員一同

川岸正夫北鬼江

大崎秀雄比鬼江一丁目

松倉ふみ金浦町

石坂芳雄住 吉

魚津西ロータリークラプ

会長横山与一 50，000円

ゴルフセンターアンテロープ 10，000円

友道なかよしゴルフ会 15，000円

野村幸男立 石 5，000円

木内博之仏 回 30，000円

酒井六美子下村木町 100，000円

金江 功末広町 50，000円

藤田義家釈迦堂一丁目 50，000円

闘魚津銀金吉 島 5，000円

根塚幸光友 道 50，000円

左近良雄金山谷 100，000円

油本秀次村 木 30，000円

北嘉清吉島 50，000円

沢泉 豊真成寺町 50，000円

飛世たま子川 縁 100，000円

富山県移動商業組合理事長倉田行雄 10，000円

[>市広報送付謝礼として

成j頼俊雄東京都港区 10，000円

( 6月12日現在)

50，000円

30，000円

50，000円

50，000円

50，000円

50，000円

50，000円

2，000円

50，000円

30，000円

3，649円

50，000円

100，000円

30，000円

50，000円

の相談他のそ市役所で ft22-2200

教 ..育 栂 .......談
毎週月 ・木曜日

午前9時~午後5時

教育センター相談室

心?属己;ζふ栂議
き 毎週金曜日

午前10時~午後 3時

福祉センター(百楽荘)

無料法..綾:相談
0とき 7月24日(刈午後 1時-4時

0ところ 第 5・第6会議室 (3階)

県弁護士会の弁護士が法律相談を行い

ます。 ~

ご希望の方は、前日までに市民相談室}

へお申し込みください。 内線161 ? 0と

主主ー:ーム 1 
・， 0ところ

き

0ところ

。と

A:::::権 ;頼議

7月13日幽午後 1時-4時

魚津サンプラザ3階

0とき

0ところ

奈議 ...頻談

7月18日(柑

午前10時~午後 3時

魚津総合庁舎(新宿)

き。と

}:A季 政......頻:同
毎月第 1・第3木曜日

午後 1時-4時

市民相談室 (1階)

き

0ところ

0と

高民:拐 談

き 日曜・祝日及び第 2・第4土 I

曜日以外の毎日午前9時~午後

5時(土曜日は午前12時まで)

0ところ 市民相談室

0と

~ 0ところ

魚津パート雇用センター

近年、女性の職場への進出はめざま

しいものがあり、中でもパートタイマ

ーを希望する女性が急増しています。

これらに応えるために、下記のと

おり「魚津ノマート雇用センター」が

開設されましたので、大いにご利用

いただきますようご案内します。

記

砂場所サンプラザl階

砂開設時間平日午前10時~

午後6時

午前10時~

午後1時

毎日曜日、第 2・4土曜日

及び祝祭日 告 22-8152

土曜日

砂休日

肉 職..親 談

毎週火・水 ・金曜日

午前9時~午後4時

商工観光課 (3階)

;高齢者職業相談
き 日曜 ・祝日及び第 2・第4土

曜日以外の毎日午前 9時~午後

5時 (土曜 日は午前12時まで)

0ところ 高齢者職業相談室(1階)

0と

:無:歩手焦憲法尽談ι
き 7 月 11 日~同

午前10時~午後4時

0ところ 市役所会議室

ご希望の方は、市民相談室へお申し込

みください。 内線161
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税務職員;・郵政職員採用試験

informαtion せら

0受付期間

0試験日

第一次試験 9月30日(日)

第二次試験 11月7日(柄

。採用予定数(北陸地域)

郵政事務A約70名、郵政B約120名

.郵便外務職員

0受験資格昭和35年 4月2日~昭和

48年 4月1日生まれの者

7月10日(刈ー19日(村

7月4日や同-11日(7}¥)

0受付期間

0試験日

第一次試験 8月19日(日)

第二次試験 10月5日幽

0採用予定数(北陸地域) 約130名

0問合せ先

魚津郵便局庶務会計課

ft(0765)22-0400 

0受付期間

0試験日

第一次試験 9月30日(日)

第二次試験 11月7日休ト20日(刈

0採用予定数(北陸地域) 約40名

0問合せ先

金沢国税局人事第二課

ft( 0762)31-2131 

魚津税務署総務課

ft( 0765)24-1370 

昭和45年 4月2日~昭和

48年 4月1日生まれの者

7月4日や同-11日か同

[>税務職員

0受験資格

平成 2年 7月

ぉ

(自告心部も息す
消隊問験

0試験日 8月25日(卦 ・26日(日)

0種 類甲種 ・乙種

0試験会場雄峰高等学校

0受付期間 7月 2日(月)-12日附

危険物持め総務習」

広報うおづ(19) 

0期日 ・会場

8月28日(刈高岡市消防本部

8月31日幽富山市消防本部

0受付期間 8月 1日附-10日幽

詳細については、消防本部予防課まで

ft 24-0295 

b郵政職員

・郵政事務A.B

~ 0受験資格昭和42年 4月2日~昭和
48年 4月1日生まれの者

納期案内 7月31日
・固定資産税 2期分

・国民健康保険税 1期分
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中
小
企
業
で
退
職
金
制
度
を
設
け

た
い
場
合
は
、
安
全
・
確
実
な
国
の

中
退
金
制
度
を
ご
利
用
に
な
れ
ば
手

軽
に
設
け
ら
れ
ま
す
。

新
し
く
こ
の
制
度
に
加
入
し
た
企

業
に
は
、
掛
金
の
一
部
を
国
が
二
年

間
負
担
し
ま
す
。
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お
庖
の
増
改
築
な
ど
の
設
備
資
金
・

運
転
資
金
を
ご
融
資
し
ま
す
。

「
か
ん
え
い
公
庫
」
は
、
環
衛
業
専

門
の
政
府
系
金
融
機
関
で
す
。
長
期
・

低
利
の
融
資
で
、
あ
な
た
の
夢
の
実

現
と
、
一
層
の
繁
栄
の
た
め
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
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私
た
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町
か
ら

労
働
災
害
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
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パ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ
の
お
知
ら
せ

期
日

8
月

2
日
(
木
)

行

き

先

富

山

新

港

(

海

王

丸

の
見
学
)
、
伏
木
港
(
巡
視
船

「
え
ち
ご
」
の
見
学
)

対

象

市

内

の

小

学

生

ω名

(
セ
ン
タ
ー
利
用
者
)

参
加
料
捌
円
(
保
険
料
な
ど
)

7
月
日
日
ま
で
に
申
し
込
ん

で
く
だ

。

全
編
富
山
が
舞
台
の

映
画
「
少
年
時
代
」
上
映

会

場

魚

津

市

民

会

館

日
時

7
月
日
日
(
日

)

①
午
前
日
時
ぬ
分

1

②
午
後

l
時
鈎
分

1

※
前
売
券
は
市
民
会
館
に
あ
り
ま
す

7
月
の
市
民
会
館
催
物

正王J親科配結新溝書映画
代。 劇場奮山

青年祭年団第3国6、魚市合青津連

外fヨ子映有料 上少年時eグ
映会 ラン

ド

PM AM 22 PM AM 15 AM 8 
3分0時1時10間日 3分0時13分0時10 (日日) 時9(日日)
! I ! ! 

A8円共大小入場券 育〈率三自喜主三高支量幸
無
入場料 ! 

料

婦
側
集
後
記

な
ん
と
か
編
集
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

こ
の
充
実
感
、
酒
で

も
飲
も
う
か
、
ス
ポ
ー
ツ
で
も
し
よ

う
か
、
:
:
:
と
頭
の
中
を
楽
し
い
発

想
が
か
け
め
ぐ
り
ま
し
た
が
、
結
局

家
路
に
つ
き
睡
眠
を
と
る
こ
と
に
し

土
品
l
し
れ
~
。

人
聞
の
一
生
l
目
的
遂
行
の
為
、

努
力
を
し
為
し
遂
げ
る
。

こ
の
あ
と

一
連
の
行
動
を
し
充
実
感
を
確
か
め

る
。

ー
こ
の
繰
り
返
し
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

こ
れ
か
ら
、
じ
め
じ
め
し
た
日
、

暑
い
日
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
み
な

さ
ん
健
康
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

(M
)
 

ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ
ン
到
来
。
第
羽

田
市
民
体
育
大
会
も
7
月
日
日
に
行

わ
れ
ま
す
。

私
、
野
球
歴
口
年
。
中
学
時
代
か

ら
始
め
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

学
生
時
代
の
よ
う
に

H

毎
日
野
球
。

と
は
い
か
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
週

l
固
め
試
合
や
時
々
の
練
習
で
汗
を

流
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
は
心
身
の
・
:
な
ど
と
難

し
い
こ
と
は
考
え
ず
に
、
皆
き
ん
も

何
か
ス
ポ
ー
ツ
で
爽
や
か
な
汗
を
流

し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
(
Y
)

印刷/魚津印刷株式会社

人(前月対比)

人口(男)23 • 925 (+ 17 ) 

(女)25 . 945 (+ 7 ) 

計 49• 870 (+ 24 ) 

世帯数 14.114世帯

編集/企画広報室

( 5月末現在)


